




















3. Mustard gas exposure and mortality among retired 
workers at a poisonous gas factory in Japan: a 








（1929 年～1945 年稼働）の元従業員を対象に 2009 年
までの予後調査を行った。







1. Effect of Gonadotropin and Adrenocorticotropic 
Hormone Secretion on Invasiveness of Clinically 













細胞混濁液を 5 × 105 cells/ml で２時間培養し，各
種下垂体前葉ホルモンを測定した。gonadotropin 群
（G 群），ACTH 群（A 群），gonadotropin + ACTH
群（GA 群）の３群に分け，臨床的特徴を検討した。
　【結果】G 群は 33 例，A 群は 19 例，GA 群は９例






2. Modifications of tau protein after cerebral ischemia 
and reperfusion in rats are similar to those occurring 
in Alzheimer’s disease －Hyperphosphorylation and 












リスク予測モデルを構築した。VF 確認例（n = 35）
および VF 非確認例（n = 108）の日本人 BrS 患者計
143 例を後向きに登録し単変量解析により関連性が認
められたリスク因子に関して多変量ロジスティック回
帰分析を行った。失神の既往歴，V1 の r-J 間隔，V6








6. Incomplete cure of tachycardia- induced 
cardiomyopathy secondary to rapid atrial fibrillation 






　 頻 拍 性 心 房 細 動 に よ る 頻 拍 誘 発 性 心 筋 症
















7. Maintenance of the functional integrity of mouse 
hematopoiesis by EED and promot ion of 








野島 MG インデックスは MG 曝露量を推定するうえ
で有効な指標となり得る。
4. Linagliptin Ameliorates Methylglyoxal-induced 
















ルにおける DPP-4 阻害薬の有効性に関して，MGO マ





5. Risk stratification of ventricular fibrillation in 








9. Prognostic impact of para-aortic lymph node 












　【結果】25 例に HE 染色で PALN 転移陽性（C 群）
を認め，それを除く21例に免疫染色で微小転移陽性（B
群）を認めた。PALN 転移陰性群（A 群），B 群，C
群に３分類した。OS に対する単変量解析では，A 群
に対して B 群（p= .004），C 群（p= .003）は有意に
予後不良，B 群と C 群の予後には有意差を認めなかっ
た（p= .874）。多変量解析では，術後補助化学療法（p 









































8. Biological implications of somatic DDX41 
p.R525H mutation in acute myeloid leukemia













MDM2 による RB のユビキチン化が阻害される（4）
RB は E2F に結合しその転写活性を抑制し，細胞周期
に関連した遺伝子の転写を阻害することによりアポ





　【目的】HBV 関連肝移植症例で HBs 抗原，HBV 
DNA，HBcr 抗原を測定し，HBV 再感染との関連と
HB グロブリン長期投与の結果を検討する。
　【対象と方法】対象は 2001 年３月から 2013 年 10 月
までに広島大学病院にて HBV 関連肝疾患で肝移植を
行った 53 例のうち，HBcr 抗原を５回以上測定でき
た 32 例。全例で再感染予防の治療（核酸アナログの
継続，HB 免疫グロブリン，HB ワクチン）が行われた。
肝移植後の，HCC 再発，HBs 抗原/HBV DNA 再陽
性化，HBV S 遺伝子変異，HB グロブリン終了率と
HBcr 抗原の関連を検討した。
　【結果】肝移植後，血中 HBV DNA の再陽性化は６
例（18.8％）に認められたが，HBcr 抗原は 16 例（50％）
で陽性であった。HCC 再発症例で HBV DNA 再陽性
化率が有意に高率であった。（p<0.001）。HCC 再発の
ない症例では３例中２例で HBV S 遺伝子変異が検出
された。HB グロブリン終了率は HBcr 抗原陽性と陰
性で有意差は見られなかった。（p=0.325）。
　【結論】HBV 関連肝疾患肝移植後の HBV 再感染は
従来の HBs 抗原/HBV DNA 再陽性化で考えられてい
たよりも高率であった。移植後の HB グロブリンは
HBcr 抗原陽性でも終了可能な症例が存在し，HBV 
DNA 再陽性化には HCC 再発と HBV S 遺伝子変異が
関連していた。
13. Predictive value of the IFNL4 polymorphism on 
outcome of telaprevir, peginterferon, and ribavirin 
therapy for older patients with genotype 1b 
chronic hepatitis C







ン（RBV）療法を導入した genotype 1 型 C 型慢性肝




　【結果】高齢者で SVR に関与する因子として rapid 









11. Management of positive horizontal margin in 










　【対象・方法】HM 陽性の検討に関して ESD 施行早
期胃癌 1053 病変を対象とし，HM 陽性率，局所再発率，
HM 陽性の危険因子，局所再発病変に対する治療成績
について検討した。酢酸インジゴカルミン法の検討で
は，ESD 施行早期胃癌 109 病変を有用群と非有用群
の２群に分類し，臨床病理学的特徴と治療成績につい
て比較検討した。






　【結語】早期胃癌 ESD における HM 陽性の危険因
子が明らかとなり，酢酸インジゴカルミン法で HM
陽性例を減らせる可能性がある。
12. The relationship between HBcrAg and HBV 
reinfection in HBV related post-liver transplantation 
patients
（B 型肝炎ウイルス（HBV）関連肝移植症例におけ






我々は DNA 損傷の生物学的指標である γ-H2AX を用
いて CT の放射線被曝による DNA 損傷について検討





行い，リンパ球中の γ-H2AX を測定した。In vivo 研
究では不整脈に対するアブレーション治療術前に心臓
CT が撮影された方を対象とし，CT 撮影前，CT 撮
影 15 分後，アブレーション治療前に採血を行い，リ
ンパ球中の γ-H2AX を測定した。DNA 損傷と CTDI
などの CT 放射線線量の物理学的指標との関係につい
ても検討した。
　CT の放射線被曝により DNA 損傷が生じることが
明らかとなった。また，DNA 損傷は CTDI などの
CT の放射線線量の物理学的指標と相関した。
16. The relationship between central motor 
conduction time and spinal cord compression in 










と一致した 33 例を対象として，CMCT と脊髄圧迫の
程度の関係を調べた。術前 MRI での障害高位におい
て脊髄の前後径，横径，面積，扁平率を測定した。ま
た，C2/3 高位において同様に計測を行い C2/3 高位
と障害高位との比を求めた。経頭蓋磁気刺激により運













14. Aortic and Hepatic Contrast Enhancement 
during Hepatic-Arterial and Portal Venous Phase 
Computed Tomography Scanning: Multivariate 
Linear Regression Analysis Using Age, Sex, Total 









　【方法】2015 年４月から 2016 年２月までに，肝細















15. DNA damage in lymphocytes induced by cardiac 
CT and comparison with physical exposure 
parameters








　【結果】全ての評価項目において group C が group 




19. Inhibit ion of microRNA-222 expression 
accelerates bone healing with enhancement of 
osteogenesis, chondrogenesis, and angiogenesis 










い る。 過 去 に 血 管 新 生 へ の 関 与 の 報 告 が あ る
miRNA-222 に注目し骨折偽関節治療への応用を検討
した。
　【方法】MSC に miRNA-222 inhibitor と mimics を
transfection し，骨芽細胞と軟骨細胞へ分化させた。
骨芽細胞分化後に骨形成マーカー，軟骨細胞分化後に
軟 骨 形 成 マ ー カ ー の mRNA の 発 現 量 を real-time 
PCR で定量，２群間の分化の程度を比較した。さら
に miRNA-222 inhibitor をラット大腿骨難治性骨折モ
デルの骨折部に局所投与し血管新生，骨癒合が促進さ
れるか検討した。







17. Differnces in joint morphology between the knee 
and ankle affect the repair of osteochondral 
















　【結果】８週で covered talus と MFC では硝子軟骨








18. Autologous bone grafts with MSCs or FGF-2 
accelerate bone union in large bone defects
（大きな骨欠損を伴う偽関節モデルに対する自家骨




に対して自家骨移植と FGF-2 及び MSC の併用の有用
性を検討したので報告する。
　【方法】12 週齢の SD ラットの両大腿骨骨幹部中央に
大きな骨欠損を伴う偽関節モデルを作製。移植骨片と
して切除した大腿骨中央の骨片を使用した。この移植
骨片に何も投与しない group A，FGF-2 を投与する
group B，MSCを投与するgroup Cに分け比較検討した。
